
コープみやざき

50年のあゆみ



宮崎市民生活協同組合
設立趣意書

くる年もくる年も、物価の値上がりに悩まされつづけて来た 10 年間、昨年から今年にかけて物価と公害が

大きな社会問題、政治問題とさえなりました。

少しはよくなるかと思って迎えた今年でしたが、私たちの切なる願いをふみにじるような新年早々からの物

価の値上げは豆腐、みそをはじめ、しょうゆ、牛乳、肉などの生活必需品、電話料、授業料、国鉄料金等の公

共料金と、とどまることがなく、ただでさえ苦しい家計のやりくりに追われる私たち主婦にとっては、いきど

おりを通りこし、恐怖さえ感じます。

物価だけではありません。防腐剤、着色料をはじめとする有害な食品添加物や、リンゴで作ったイチゴジャ

ム、椰子油の入った牛乳などひろいあげればきりがないほどのウソつき商品、有害商品が横行しております。

しかもラーメンに公然と添加物を強制するような消費者無視のＪＡＳ規格の改正など又一方ではＡＢＳ（ＬＡ

Ｓ）を使った洗剤などで大淀川は死の川寸前となり、私たちの住む環境は日増しに破壊されています。カネミ

油や森永ミルクの二の舞、その悲劇が明日は我が身にふりかからぬという保証は何ひとつないのです。

元気であれ、大きくなれと願いをこめて作る、毎日の食事に体をむしばむ有害添加物がはいっているという

ことは、私たち母親、主婦にとって決して許すことはできません。

このいきどおりが、全国各地で消費者の組織として次々と生まれてきました。この主婦を中心とした組織の

力が、カラーテレビの買い控え運動や石油タンパクの製造中止をさせるなど大きな成功をおさめました。

このような中で宮崎市内では最初数名の人々の、安くておいしい牛乳がほしい、という要求からはじまった

牛乳の共同購入が次々と拡がり、47 年３月には 110 世帯が「消費者の会」に加入し、８月には“生協設立準備

会”と発展しました。会員主婦の熱心な努力と宮崎大学生協の友好的な支援をうけて、牛乳をはじめ有害添加

物のはいっていない生協のコープマーク商品や、正月用の数の子、ハマチ、紅鮭や豚肉 100％のハム類などの

共同購入を積極的に行い、現在では平和ケ丘団地で、44 班 270 世帯、市内各地に 15 班、90 世帯、計 360 世帯

の結集へと大きく成長してきました。

この経験の中から、私たちは今までのような与えられ買わされる受身の消費者でなく、自分たちの体を動か

し自分たちの手で安全無害な食品を作り出し安定した価格の商品が得られるようにと、主婦のひとりひとりが

力をだしあい協力して私たちの暮らしを守る“とりで”としての「生協」をぜひつくりたいと考え、先輩生協

の鹿児島市民生協の見学や牛乳工場の視察などして、ますますその希望と確信を深めました。

生活協同組合は消費者自身がお金（出資金）を出し合って、活動の基金とし消費者自身が運営し、利用する

という自主的で民主的な組織です。私たちが（よりよいものをより安く）（ひとりがみんなのために、みんな

がひとりのために）というスローガンのもとに、目標をひとつにお互いが助け合うという精神で協力しあうな

らば、楽しい町をつくり平和で民主的な世の中を作りあげていくうえでも大きな意味をもつものだと思います。

生活協同組合は全国で 1,250 組合・1,350 万人の組合員が結集しています。九州で市民生協がないのは宮崎だ

けです。宮崎市民のみなさん、消費者のみなさん、ひとりひとりがバラバラでは無力です。今こそ私たちは消

費者が手をつなぎ力を出しあって暮らしといのちを守るために、行動する消費者になろうではありませんか。

私たちはくらしを守る消費者の“とりで”を私たち自身の力でつくるために「宮崎市民生活協同組合」を設

立することになり、昭和 48 年５月の創立総会を目指し、設立準備をすすめています。

みんなの暮らしを守るために１人の人が２人に呼びかけ、２人の人が４人の人に呼びかけて、その輪をひろ

げていきましょう。

みんなの力でこの宮崎に「市民生協」をつくろうではありませんか。

以上の趣旨にご賛同いただき「宮崎市民生協」に一人でも多くの方々がご加入くださいますよう、おさそい

いたします。

昭和 48 年 3 月 12 日

宮崎市民生活協同組合

設 立 発 起 人 会
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年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

１９７３

（昭和 48）

設立時の組合員数　６９０人

（以降は年度末の数値です。）

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件

全
国
消
団
連
の
物
価
値
上
げ
反

対
国
民
集
会
。

・
「
宮
崎
市
民
生
活
協
同
組
合
」
設
立
総
会
開
催
（
５
月
29
日
）
。

・
月
３
回
の
配
達
で
コ
ー
ス
ご
と
に
注
文
を
集
計
し
、
月
の
上
旬
に
食
品
、
中
旬

に
定
共
Ｂ
、
下
旬
に
雑
貨
の
配
達
を
行
な
う
。

・
事
務
所
を
平
和
が
丘
西
町
か
ら
北
町
へ
移
転
す
る
。

・
南
部
市
民
生
協
設
立
準
備
会
の
活
動
を
支
援
す
る
。

・
生
協
協
議
会
設
立
。
第
一
回
生
協
大
会
を
行
う
（
宮
崎
市
民
生
協
・
宮
崎
大
学

生
協
・
学
校
生
協
・
東
児
湯
生
協
・
西
臼
杵
生
協
・
日
本
パ
ル
プ
生
協
）
。

・
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
し
ょ
う
ゆ
、
洗
剤
を

分
け
合
う
。

1,621 人

０.5%

9,987 万円

473 万円

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

１９７４

（昭和 49）

各
地
で
狂
乱
物
価
へ
抗
議
行
動

長
嶋
茂
雄
現
役
引
退

・
宮
崎
南
部
市
民
生
協
設
立
（
９
月
８
日
）
。

・
宮
崎
市
内
を
５
つ
の
地
区
に
分
け
て
、
地
区
担
当
制
を
実
施
す
る
。

・
酪
農
と
よ
い
牛
乳
を
守
る
運
動
を
行
な
い
２
０
０
０
人
の
署
名
が
集
ま
る
。

・
一
部
地
区
で
運
営
委
員
を
選
任
。

・
組
織
部
、
商
品
テ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
、
編
集
委
員
会
が
誕
生
す
る
。

・
灯
油
価
格
交
渉
に
よ
っ
て
宮
崎
市
内
で
一
缶
６
０
０
円
と
な
る
。

・
取
扱
い
商
品
が
、
食
品
35
、
雑
貨
33
品
目
に
増
え
る

2,256 人

0.7%

17,790 万円

695 万円

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

１９７５

（昭和 50）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

灯
油
裁
判
始
ま
る

日
本
初
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
『
テ
レ

ビ
テ
ニ
ス
』
発
売

・
班
活
動
費
の
支
給
が
始
ま
る
。

・
班
単
位
の
箱
詰
め
集
品
に
な
り
、
商
品
代
金
回
収
も
月
１
回
か
ら
次
回
配
達
日

回
収
に
変
更
す
る
。

・
事
務
所
と
倉
庫
を
大
塚
町
へ
移
転
す
る
。

・
運
営
委
員
会
が
地
区
ご
と
に
で
き
る
（
５
地
区
36
人
）
。

・
機
関
紙
の
名
称
を
「
に
じ
の
わ
」
に
決
定
し
毎
月
１
回
発
行
す
る
。
・
う
す
く

ち
し
ょ
う
ゆ
、
パ
ン
、
肉
、
い
り
こ
、
ダ
イ
ヤ
サ
イ
ダ
ー
、
高
岡
み
か
ん
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

第１回市民生協「虹のつどい」トラックでの
移動展示販売

トラック

街頭での宣伝大塚の事務所・倉庫
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年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

2,848 人

0.9%

2.7 億円

1,008 万円

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

１９７６

（昭和 51）

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

公
共
料
金
値
上
げ
反
対
、
く
ら

し
を
守
る
全
国
生
協
統
一
行
動

・
午
前
中
は
商
品
配
達
。
午
後
は
牛
乳
と
食
パ
ン
（
１
番
館
）
の
配
達
を
行
う
。

・
コ
ー
プ
み
そ
、
九
州
生
協
大
会
に
お
い
て
、
利
用
結
集
で
単
品
表
彰
さ
れ
る
。

・
運
営
委
員
会
を
定
例
化
す
る
（
５
地
区
67
人
）
。

・
北
海
道
産
朝
も
ぎ
ス
ィ
ー
ト
コ
ー
ン
、
東
北
産
直
り
ん
ご
・
な
し
、
地
元
商
品

の
ポ
ー
ク
ロ
ー
ル
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

3,123 人

0.9%

3.2 億円

1,224 万円

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

１９７７

（昭和 52）

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
・
丸
紅
ル
ー

ト
初
公
判

・
宮
崎
市
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会
へ
加
盟
す
る
。

・
全
地
区
運
営
委
員
会
議
を
年
２
回
行
う
。

・
都
城
設
立
運
動
を
開
始
す
る
。

・
納
涼
映
写
会
を
各
地
で
行
な
う
。

・
ウ
ィ
ン
ナ
ー
、
か
ま
ぼ
こ
、
デ
ザ
ー
ト
ベ
ー
ス
、
コ
ー
プ
基
礎
化
粧
品
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

3,575 人

1.1%

3.4 億円

1,656 万円

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

１９７８

（昭和 53）

国
連
軍
縮
特
別
総
会
が
開
催

生
協
規
制
反
対
請
願
運

・
班
活
動
費
還
元
対
象
商
品
が
牛
乳
か
ら
全
利
用
商
品
に
な
る
。

・
宮
崎
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
を
結
成
す
る
（
宮
崎
市
民
生
協
、
宮
崎
大
学
生

協
、
学
校
生
協
、
王
子
製
紙
生
協
、
南
部
市
民
生
協
、
西
臼
杵
生
協
）
。

・
一
般
消
費
税
反
対
宮
崎
県
連
絡
協
議
会
を
結
成
す
る
。

・
全
地
区
運
営
委
員
会
議
を
年
３
回
行
な
う
。

・
核
兵
器
完
全
禁
止
被
爆
者
援
護
世
界
大
会
に
初
め
て
参
加
す
る
。

・
卵
、
て
ん
ぷ
ら
、
鶏
肉
の
地
元
商
品
を
取
り
扱
う
。

・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
保
冷
箱
を
使
用
し
始
め
る
。

班で商品を受け取る視察先にて

重点商品注文用紙運営委員会

シッパ－の導入

生協まつり

コープみやざき 50年のあゆみ
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年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

4,308 人

1.3%

5.4 億円

2,190 万円

一
般
消
費
税
法
案
が
反
対
署
名

の
取
り
組
み
な
ど
で
廃
案
に
追

い
込
ま
れ
る

１９７９

（昭和 54）

・
合
成
洗
剤
追
放
宮
崎
市
民
の
会
に
参
加
す
る
。

・
定
款
を
宮
崎
市
の
み
の
活
動
か
ら
、
宮
崎
県
全
域
へ
活
動
で
き
る
よ
う
に
変
更
。

・
都
城
生
協
設
立
準
備
会
が
５
０
０
人
を
突
破
す
る
。

・
洗
剤
問
題
で
著
名
運
動
を
行
な
い
県
・
市
へ
請
願
を
提
出
す
る
。

・
電
気
料
金
値
上
げ
反
対
運
動
。

・
第
１
回
宮
崎
県
消
費
者
大
会
を
開
催
し
２
３
０
人
が
参
加
す
る
。

・
夏
休
み
に
宮
日
母
子
福
祉
会
館
で
「
戦
争
と
平
和
展
」
を
行
な
う
。

・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
玉
う
ど
ん
、
プ
リ
ン
、
冷
凍
食
品
が
利
用
可
能
に
な
る
。

・
無
リ
ン
の
複
合
石
け
ん
「
コ
ー
プ
ク
リ
ー
ン
」
が
で
き
る

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

 5,68 １人

1.6%

7.4 億円

3,168 万円

日
本
が
自
動
車
生
産
台
数
世
界

一
に
な
る

１９８０

（昭和 55）

・
「
宮
崎
県
民
生
活
協
同
組
合
」
に
名
称
を
変
更
す
る
。

・
宮
崎
市
の
東
部
支
所
、
都
城
支
所
を
開
設
す
る
。

・
ミ
ニ
班
長
会
を
開
催
す
る
。

・
環
境
汚
染
を
防
ぐ
洗
剤
対
策
に
つ
い
て
の
請
願
が
宮
崎
市
議
会
で
採
択
さ
れ
る
。

・
県
の
母
親
大
会
に
初
め
て
参
加
す
る
。

・
ハ
ン
バ
ー
グ
・
シ
ュ
ー
マ
イ
・
ギ
ョ
ー
ザ
な
ど
の
冷
凍
品
の
取
扱
い
品
目
が
増

え
、
コ
ー
プ
メ
イ
ク
化
粧
品
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

6,952 人

2.0%

10.3 億円

4,311 万円

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
第
一
号
コ

ロ
ン
ビ
ア
打
ち
上
げ
成
功

１９８１

（昭和 56）

・
週
単
位
の
商
品
代
金
回
収
が
始
ま
る
。

・
都
城
支
所
が
移
転
す
る
。

・
添
加
物
学
習
会
を
行
い
２
０
０
人
が
参
加
す
る
。

・
県
生
協
連
主
催
の
原
爆
展
が
開
催
さ
れ
、
３
日
間
で
２
３
０
０
人
が
参
加
す
る
。

・
大
隈
産
産
直
豚
、
コ
ー
プ
豚
ま
ん
、
あ
ん
ま
ん
、
え
び
ク
リ
ー
ム
・
コ
ー
ン
ク
リ
ー

ム
、
か
に
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

活動が県内全域に

合成洗剤追放運動

班配達風景

化粧品学習会
無漂白・無着色小麦

の案内粉
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年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

9,023 人

2.5%

13.7 億円

5,412 万円

国
連
軍
縮
特
別
総
会
開
催

１９８２

（昭和 57）

・
牛
乳
配
達
を
午
後
配
達
か
ら
専
任
職
員
に
よ
る
早
朝
配
達
に
変
更
。

・
定
曜
日
・
定
時
の
配
達
に
な
る
。

・
延
岡
支
所
を
開
設
、
宮
崎
市
内
の
支
所
を
一
本
化
す
る
。

・
第
２
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
に
代
表
が
参
加
す
る
。

・
正
月
用
品
を
宮
崎
、
鹿
児
島
、
沖
縄
、
長
崎
の
４
生
協
統
一
カ
タ
ロ
グ
で
企
画

す
る
。

・
コ
ー
プ
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
米
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

14,337 人

3.9%

23.2 億円

7,675 万円

大
韓
航
空
機
撃
墜
さ
れ
る

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

１９８３

（昭和 58）

・
Ｏ
Ｃ
Ｒ
が
導
入
さ
れ
、
回
覧
注
文
か
ら
個
人
ご
と
の
注
文
に
な
る
。

・
商
品
代
金
が
週
単
位
の
銀
行
口
座
引
き
落
と
し
に
な
る
。

・
生
協
大
会
で
優
良
生
協
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

・
食
品
添
加
物
の
規
制
を
考
え
る
県
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。

・
と
う
ふ
開
発
委
員
会
で
、
宮
崎
県
民
生
協
商
品
第
一
号
と
な
る
「
コ
ー
プ
も
め

ん
と
う
ふ
」
が
で
き
る
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

22,179 人

5.9%

41.8 億円

1.6 億円

生
協
規
制
の
動
き
活
発
化

辛
子
レ
ン
コ
ン
に
よ
る
食
中
毒

事
件
発
生

１９８４

（昭和 59）

・
村
角
町
に
商
品
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。
本
部
が
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
。

・
宮
崎
南
部
市
民
生
協
と
合
併
。
高
鍋
町
へ
仲
間
の
輪
が
広
が
る
。

・
商
品
の
開
発
や
改
善
、
く
ら
し
を
守
る
運
動
が
、
み
ん
な
の
声
を
も
と
に
行
な

わ
れ
る
よ
う
組
合
員
組
織
の
運
営
の
仕
組
み
を
変
更
。

・
市
議
会
、
県
議
会
へ
食
品
添
加
物
の
規
制
強
化
を
求
め
る
請
願
を
提
出
し
県
議

会
で
採
択
さ
れ
る
。

・
日
本
フ
ィ
ル
を
招
き
，
「
親
子
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
初
め
て
取
り
組
む
。

・
は
じ
め
て
の
サ
ー
ク
ル
「
コ
ー
ル
レ
イ
ン
ボ
ー
」
が
で
き
る
。

・
パ
ン
開
発
委
員
会
で
食
パ
ン
や
ロ
ー
ル
パ
ン
を
開
発
。
ま
た
、
ケ
ー
キ
開
発
委

員
会
で
ロ
ー
ル
カ
ス
テ
ラ
、
プ
チ
マ
ド
レ
ー
ヌ
を
開
発
す
る
。

・
う
す
あ
げ
、
ゆ
で
う
ど
ん
、
焼
き
そ
ば
、
綾
町
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

山根弘子
理事長当時の常勤役員

配達日を知らせる「のぼり」
（組合員さんの手作り）

とうふ開発委員会

コープもめん豆腐

商品センター日フィル親子コンサート

日フィル実行委員会

コープみやざき 50年のあゆみ
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年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

34,149 人

9.1%

63 億円

2.9 億円

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
爆
発
事
故

日
本
電
信
電
話
公
社
、
日
本
専

売
公
社
が
民
営
化

１９８５

（昭和 60）

・
延
岡
支
所
が
移
転
す
る
。
高
鍋
、
小
林
、
宮
崎
西
、
宮
崎
南
の
４
支
所
を
開
設
。

・
長
期
計
画
「
２
０
０
０
年
を
目
指
し
て
」
決
定
。

・
ユ
ニ
セ
フ
募
金
を
春
と
秋
の
２
回
行
い
、
合
計
５
１
６
万
円
を
超
え
る
募
金
が

集
ま
る
。

・
宮
崎
良
い
も
の
と
し
て
、
地
元
の
め
ひ
か
り
、
ゆ
ず
み
そ
、
日
向
夏
よ
う
か
ん

な
ど
を
取
扱
う
よ
う
に
な
る
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

42,885 人

11.3%

83 億円

4.2 億円

ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
原

発
事
故

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

１９８６

（昭和 61）

・
交
通
死
亡
事
故
を
起
こ
し
、
ニ
度
と
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
安
全
の
取
り

組
み
を
強
め
る
。

・
申
し
込
み
カ
ー
ド
に
商
品
名
が
印
刷
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

・
納
品
請
求
書
が
個
人
別
に
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

・
生
協
規
制
反
対
・
売
上
税
反
対
運
動
に
取
り
組
み
、
宮
日
新
聞
に
２
１
９
７
名

の
意
見
広
告
を
掲
載
。

・
機
関
紙
「
に
じ
の
わ
」
が
毎
月
か
ら
毎
週
発
行
に
な
る
。

・
前
進
座
公
演
「
出
雲
の
阿
国
」
を
宮
崎
、
延
岡
で
行
う
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

50,800 人

13.3%

97 億円

5.4 億円

売
上
税
法
案
が
廃
案

国
鉄
が
Ｊ
Ｒ
に
な
る

携
帯
電
話
登
場

１９８７

（昭和 62）

・
６
生
協
（
宮
崎
・
鹿
児
島
・
長
崎
・
佐
賀
・
大
分
・
沖
縄
）
の
統
一
カ
タ
ロ
グ

に
な
る
。

・
共
済
が
始
ま
る
。

・
店
舗
設
立
の
準
備
を
開
始
す
る
。

・
本
部
を
恒
久
に
移
転
す
る
。
宮
崎
北
、
東
支
所
を
開
設
す
る
。

・
「
や
め
ん
ね
大
型
間
接
税
。
み
は
っ
ち
ょ
く
と
よ
女
の
集
会
」
を
開
く
。

・
五
ヶ
瀬
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
安
寿
と
厨
子
王
」、「
梅
原
司
平
・

平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
す
る
。

・
コ
ー
プ
カ
レ
ー
パ
ン
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
ン
、
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
、
液
体
ニ
ュ
ー

ク
リ
ー
ン
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

延岡支所職員生協のチラシ柳丸設立メンバー

宮崎東支所職員

機関誌にじのわたすけあいチラシ

宮崎西支所職員宮崎支所職員恒久の本部
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年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

61,618 人

15.9%

99 億円

6.5 億円

リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑

東
京
ド
ー
ム
完
成

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
人
気

１９８８

（昭和 63）

・
週
２
回
配
達
開
始
。
１
５
０
０
品
目
の
品
揃
え
で
個
人
別
集
品
を
行
な
う
。

・
組
合
員
証
が
コ
ー
プ
カ
ー
ド
（
磁
気
カ
ー
ド
）
に
な
る
。

・
柳
丸
店
（
１
号
店
）
オ
ー
プ
ン
。

・
赤
字
決
算
と
な
る
。

・
第
一
回
沖
縄
戦
跡
め
ぐ
り
参
加
。

・
15
周
年
企
画
で
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
、
日
フ
ィ
ル
生
協
親
子
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
。

・
消
費
税
反
対
署
名
（
４
万
８
千
筆
）、
廃
止
署
名
（
５
万
２
千
筆
）
に
取
り
組
む
。

・
米
の
免
許
を
取
得
す
る
。

・
み
や
ざ
き
コ
ー
プ
の
七
ツ
山
風
味
漬
、
カ
ツ
オ
茶
漬
け
を
開
発
。

・
ミ
ニ
カ
ル
パ
ス
、
デ
ニ
ッ
シ
ュ
パ
ン
、
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、
ま
た
産
直
五
ヶ
瀬
米
、

高
岡
文
旦
な
ど
県
内
産
直
の
取
扱
い
が
広
が
る
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

69,996 人

17.9%

122 億円

7.9 億円

昭
和
か
ら
平
成
へ

消
費
税
３
％
実
施

１９８９

（昭和 64・平成 1）

・
週
２
回
配
達
の
仕
組
み
を
中
止
す
る
。

・
前
年
度
赤
字
の
た
め
、
初
め
て
出
資
配
当
が
で
き
ず
。

・
く
ら
し
の
工
夫
を
集
め
た
「
く
ら
し
の
工
夫
集
」
を
作
成
す
る
。

・
「
杜
子
春
」
公
演
、
「
日
フ
ィ
ル
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
す
る
。

・
台
風
11
号
被
害
募
金
に
取
り
組
む
。

・
ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
品
を
開
発
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

80,206 人

20.0%

147 億円

10.1 億円

統
一
ド
イ
ツ
誕
生

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻

１９９０

（平成 2）

・
五
ヶ
瀬
町
、
五
ヶ
瀬
町
農
協
、
県
民
生
協
の
共
同
出
資
で
、
宿
泊
研
修
施
設
、
五
ヶ

瀬
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
が
完
成
す
る
。

・
商
品
代
金
の
口
座
引
き
落
と
し
登
録
率
が
75
％
を
越
え
る
。

・
ユ
ニ
セ
フ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
お
し
ゃ
べ
り
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
１
２
０
０
人
が
参
加
す
る
。

・
味
付
小
魚
、
子
供
お
や
つ
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
肉
ギ
ョ
ー
ザ
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

15周年式典

週２回配達チラシ

コープカード柳丸店オープン配達風景五ヶ瀬ふれあいキャンプ

ミニバレー大会ふれあいの里

コープみやざき 50年のあゆみ
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年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

95,719 人

24.1%

175 億円

13.7 億円

湾
岸
戦
争
終
結

ペ
ル
シ
ャ
湾
に
海
上
自
衛
隊
派
遣

ソ
連
解
体

雲
仙
普
賢
岳
火
砕
流
災
害
発
生

１９９１

（平成 3）

・
宮
崎
の
９
つ
の
協
同
組
合
で
宮
崎
県
協
同
組
合
連
絡
協
議
会
を
結
成
す
る
。

・
都
城
に
都
北
店
（
２
号
店
）
オ
ー
プ
ン
。

・
県
民
生
協
オ
リ
ジ
ナ
ル
共
済
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

・
旅
行
事
業
が
始
ま
り
、
航
空
券
、
宿
泊
手
配
な
ど
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

・
た
す
け
あ
い
共
済
契
約
者
が
２
万
人
を
超
え
る
。

・
湾
岸
戦
争
の
即
時
終
結
を
求
め
る
署
名
で
２
万
筆
が
集
ま
る
。

・
古
紙
利
用
の
卵
パ
ッ
ク
「
モ
ー
ル
ド
パ
ッ
ク
」
を
採
用
す
る
。

・
安
く
て
良
品
質
の
羽
毛
布
団
の
開
発
や
県
産
豚
「
ひ
む
か
ト
ン
ち
ゃ
ん
」、
筑

前
野
菜
水
煮
、
小
林
の
梨
、
冷
凍
ほ
う
れ
ん
草
、
冷
凍
さ
と
い
も
な
ど
を
県
内

産
を
使
用
し
て
開
発
す
る
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

106,914 人

26.6%

181 億円

17.6 億円

地
球
サ
ミ
ッ
ト
開
催

国
際
協
同
組
合
同
盟
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

東
京
大
会
開
催

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
協
力

法
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
）
成
立

１９９２

（平成 4）

・
組
合
員
が
10
万
世
帯
を
超
え
、
県
民
４
世
帯
に
１
世
帯
が
組
合
員
と
な
る
。

・
商
品
検
査
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

・
九
州
各
県
８
つ
の
生
協
で
コ
ー
プ
九
州
を
結
成
。

・
「
ノ
ン
ち
ゃ
ん
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」
作
成
。

・
大
気
汚
染
や
河
川
の
水
質
、
酸
性
雨
な
ど
の
環
境
測
定
を
行
い
、
１
５
０
０
人

が
参
加
す
る
。

・
県
経
済
連
と
一
緒
に
前
進
座
「
怒
る
富
士
」
に
取
り
組
む
。

・
野
菜
ミ
ッ
ク
ス
、
糸
コ
ン
20
、
冷
凍
ご
ぼ
う
、
揚
げ
パ
ン
、
厚
あ
げ
、
山
菜
い

な
り
あ
げ
、
羊
毛
敷
布
団
な
ど
、
み
や
ざ
き
コ
ー
プ
商
品
を
開
発
す
る
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

115,239 人

27.8%

198 億円

22 億円

北
海
道
南
西
沖
地
震
や
台
風
13

号
に
よ
る
大
災
害
発
生

戦
後
最
悪
の
米
の
不
作

１９９３

（平成 5）

・
設
立
20
周
年
を
迎
え
「
20
周
年
の
あ
ゆ
み
」
を
発
行
す
る
。

・
田
中
哲
史
副
理
事
長
が
厚
生
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
。

・
共
済
の
「
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ス
」
の
開
発
を
行
な
う
。

・
20
周
年
企
画
と
し
て
抽
選
企
画
、
コ
ー
プ
フ
ェ
ス
タ
、
記
念
セ
ー
ル
、
文
化
講

演
会
、
20
周
年
を
祝
う
組
合
員
の
つ
ど
い
を
実
施
す
る
。

・
丸
い
冷
凍
う
ど
ん
、
秋
鮭
ジ
ャ
ン
ボ
パ
ッ
ク
の
少
量
目
、
野
菜
ミ
ッ
ク
ス
紙
パ
ッ

ク
、
減
塩
み
そ
、
タ
レ
な
し
納
豆
な
ど
を
開
発
す
る
。

都北店オープン旅行センター商品検査センター

20 周年のあゆみ
「そして未来」

故
・
田
中
哲
史

　
　

副
理
事
長

都北のマクドナルド卵のモールドパック前進座の怒る富士
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年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

129,555 人

30.0%

203 億円

26 億円

１
９
９
５
年
１
月
17
日
阪
神
淡

路
大
震
災
発
生

製
造
物
責
任
法
制
定

１９９４

（平成 6）

・
佐
土
原
店
（
３
号
店
）
オ
ー
プ
ン
。

・
五
ヶ
瀬
町
・
高
千
穂
町
・
南
郷
村
・
西
郷
村
・
西
米
良
村
に
直
接
配
達
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

・
阪
神
淡
路
大
震
災
被
災
者
救
護
募
金
に
取
り
組
み
、
１
６
０
０
万
円
を
被
災
地

に
届
け
る
。

・
理
事
会
で
「
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
」
特
別
声
明
を
出
す
。

・
バ
ラ
凍
結
や
袋
詰
め
商
品
の
増
加
で
ト
レ
ー
を
削
減
。

・
サ
バ
フ
ィ
ー
レ
の
枚
数
変
更
、
み
ろ
く
や
の
皿
う
ど
ん
、
マ
ー
ボ
ー
豆
腐
な
ど

の
生
協
の
安
全
基
準
を
満
た
し
た
Ｎ
Ｂ
商
品
の
取
扱
い
を
増
や
す
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

136,790 人

31.8%

210 億円

29.5 億円

フ
ラ
ン
ス
、
中
国
が
核
実
験
を

行
な
う

輸
入
血
液
製
剤
に
よ
る
犯
罪
が

大
き
な
社
会
不
安
と
な
る

１９９５

（平成 7）

・
都
北
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

・
プ
ラ
ス
サ
ー
ビ
ス
（
提
携
保
険
代
理
店
）
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

・
共
同
購
入
の
「
Ｖ
ｉ
ｅ
カ
タ
ロ
グ
「
く
ら
し
と
生
協
」
「
ム
ト
ウ
」
の
商
品
が

店
で
注
文
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

・
戦
後
50
周
年
の
節
目
で
前
進
座
の
「
今
日
わ
れ
生
き
て
あ
り
」
公
演
を
開
催
。

・
お
せ
ち
の
少
人
数
用
を
開
発
す
る
。

・
ト
レ
ー
削
減
の
た
め
、
豚
ロ
ー
ス
み
そ
つ
き
、
豚
ジ
ャ
ン
ボ
パ
ッ
ク
な
ど
の
ト

レ
ー
を
な
く
す
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

148,400 人

34.5%

228 億円

32.8 億円

Ｏ
・
１
５
７
の
食
中
毒
発
生

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
輸
入

開
始

住
専
処
理
法
成
立
。

１９９６

（平成 8）

・
大
塚
店
（
４
号
店
）、
日
知
屋
店
（
５
号
店
）
オ
ー
プ
ン
。

・
「
パ
ー
ト
職
員
の
仕
事
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
整
理
と
挑
戦
」の
考
え
方
を
整
理
。

・
住
宅
セ
ン
タ
ー
を
新
設
す
る
。

・
地
震
災
害
等
の
保
障
制
度
へ
の
署
名
運
動
を
行
い
２
万
５
千
筆
が
集
ま
る
。

・
お
試
し
＆
少
量
目
企
画
の
取
扱
い
を
増
や
す
。

・
店
で
も
生
鮮
品
を
中
心
に
、
欲
し
い
量
目
や
加
工
を
実
施
。

上棟式

衣料部門職員

大塚店と準備室職員日知屋店と準備室職員

サービスカウンター

佐土原店オープン
初の衣料部門

コープみやざき 50年のあゆみ
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年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

・
設
立
25
周
年
を
迎
え
「
25
周
年
の
あ
ゆ
み
」
を
発
行
す
る
。

・
一
人
で
も
共
同
購
入
で
き
る
「
個
人
受
取
場
所
」
が
ス
タ
ー
ト
。

・
小
林
店
（
７
号
店
）
オ
ー
プ
ン
。

・
山
根
理
事
長
が
厚
生
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
。

・
25
周
年
企
画
と
し
て
三
遊
亭
歌
之
介
、
灰
谷
健
次
郎
氏
講
演
会
、
前
進
座
「
た

い
こ
ど
ん
ど
ん
」
公
演
、
生
協
ま
つ
り
＆
大
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
抽
選
企
画
、

「
誕
生
日
お
め
で
と
う
企
画
」
を
実
施
す
る
。

・
共
同
購
入
と
店
舗
の
商
品
品
揃
え
や
情
報
の
交
流
、
連
携
が
進
む
。

・
み
や
ざ
き
コ
ー
プ
の
「
と
う
ふ
」
な
ど
の
一
部
に
、
成
分
表
示
に
な
い
添
加
物

が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
発
覚
。
製
造
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
を
中
止
す
る
。

コ
ー
プ
さ
が
で
、
輸
入
牛
を
「
十

勝
牛
」
と
し
て
偽
装
販
売
し
て

い
た
こ
と
や
累
積
欠
損
が
発
覚

津
久
見
生
協
が
倒
産

１９９８

（平成 10）

消
費
税
５
％
実
施

地
球
温
暖
化
防
止
会
議
が
京
都

で
開
催

日
本
が
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
初
出
場

１９９７

（平成 9）

・
赤
江
店
（
６
号
店
）
オ
ー
プ
ン
。
・
柳
丸
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

・
パ
ー
ト
職
員
配
達
の
配
達
が
始
ま
る
。

・
「
職
員
の
裁
量
権
の
拡
大
に
つ
い
て
」
考
え
方
を
整
理
す
る
。

・
「
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
表
示
と
情
報
公
開
を
求
め
る
」
特
別
決
議
を
行
う
。

・
冷
凍
さ
さ
が
き
ご
ぼ
う
、
食
パ
ン
１
・
５
斤
、
ひ
と
口
チ
キ
ン
南
蛮
、
味
付
け

筑
前
煮
、
冷
凍
さ
ぬ
き
う
ど
ん
を
開
発
す
る
。

・
要
望
に
早
く
応
え
る
た
め
、
み
や
ざ
き
版
カ
タ
ロ
グ
の
ペ
ー
ジ
数
を
増
や
す
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

180,86 ８人

40.4%

257 億円

38.0 億円

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

170,670 人

38.6%

259 億円

35.9 億円

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

162,267 人

37.3%

243 億円

33.9 億円

茨
城
県
東
海
村
の
核
燃
料
加
工

会
社
「
ジ
ェ
ー
・
シ
ー
・
オ
ー
（
Ｊ

Ｃ
Ｏ
）
」
東
海
事
業
所
で
国
内
初

の
臨
界
事
故
が
発
生

１９９９

（平成 11）

・
浜
町
店
（
８
号
店
）
オ
ー
プ
ン

・
「
地
域
受
取
場
所
」
「
時
間
外
電
話
注
文
セ
ン
タ
ー
」、
「
コ
ー
プ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
セ
ン

タ
ー
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

・
機
関
紙
「
ハ
ロ
ー
！
コ
ー
プ
」
を
前
月
お
店
を
利
用
さ
れ
た
組
合
員
さ
ん
に
お

届
け
す
る
よ
う
変
更
す
る
。

・
蒸
し
ど
り
ス
ラ
イ
ス
、
み
や
ざ
き
コ
ー
プ
ほ
ほ
え
み
、
き
ざ
み
あ
げ
を
開
発
。

・
水
戸
撰
品
の
ト
レ
ー
の
賞
味
期
限
と
製
造
日
印
字
の
改
善
す
る
。

赤江店オープン宮崎版カタログ小林店オープン浜町店オープンハロー！コープ

セレモニー個人受取場所大フリーマーケット地域受取場所水戸撰品（納豆）
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年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

・
「
組
合
員
の
声
カ
ー
ド
」
（
現:

わ
が
家
の
声
カ
ー
ド
）
を
す
べ
て
の
組
合
員
に

配
布
開
始
。

・
「
に
こ
に
こ
便
」「
く
ら
し
の
交
流
会
補
助
制
度
」、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
ス
タ
ー
ト
。

・
日
本
生
協
連
よ
り
優
秀
賞
の
表
彰
を
受
け
る
。

・
「
灰
谷
健
次
郎
講
演
会
」、
「
い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
す
る
。

・
「
食
品
衛
生
法
の
改
正
と
充
実
強
化
を
求
め
る
請
願
署
名
」
に
取
り
組
む
。

・
み
や
ざ
き
コ
ー
プ
五
ヶ
瀬
・
高
千
穂
米
（
無
洗
米
）
・
み
や
ざ
き
コ
ー
プ
骨
な

し
さ
ば
竜
田
揚
げ
・
み
や
ざ
き
コ
ー
プ
食
パ
ン
５
枚
な
ど
を
開
発
す
る
。

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
発
生

国
内
で
初
め
て
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
狂
牛

病
）
発
生

食
肉
の
偽
装
が
次
々
に
発
覚

２００１

（平成 13）

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

189,316 人

42.0%

255 億円

44.1 億円

家
畜
伝
染
病
「
口
蹄
疫
」
が
国

内
で
92
年
ぶ
り
に
発
生

２０００

（平成 12）

・
「
戸
別
配
達
」
が
ス
タ
ー
ト
。

・
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
「
宅
配
寝
具
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
」「
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ビ
ス
」

「
Ｃ
Ｄ
ビ
デ
オ
セ
ン
タ
ー
」、
店
舗
の
「
商
品
券
」
の
利
用
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

・
前
進
座
「
赤
ひ
げ
」
を
医
療
生
協
と
共
同
で
取
り
組
む
。

・
日
本
生
協
連
の
「
食
品
衛
生
法
の
改
正
と
充
実
強
化
を
求
め
る
請
願
署
名
」
に

取
り
組
み
、
３
万
４
千
筆
集
ま
る
。

・
も
や
し
、
み
や
ざ
き
コ
ー
プ
ポ
ン
酢
し
ょ
う
油
ゆ
ず
の
か
ほ
り
、
み
や
ざ
き
コ

―
プ
南
の
果
実
園
な
ど
を
開
発
す
る
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

185,201 人

41.6%

254 億円

40.9 億円

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

194,603 人

43.3%

263 億円

42.9 億円

狂
牛
病
対
策
の
国
産
牛
肉
買
い

上
げ
制
度
を
悪
用
し
た
偽
装
申

請
事
件
が
続
発

小
柴
昌
俊
さ
ん
（
物
理
学
賞
）、

田
中
耕
一
さ
ん
（
化
学
賞
）
の

２
人
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

２００２

（平成 14）

・
「
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
」
に
正
式
名
称
を
変
更
す
る
。

・
注
文
用
紙
が
両
面
印
刷
に
な
り
、
商
品
名
打
出
し
が
３
９
０
品
目
か
ら
６
０
０

品
目
に
増
え
、
価
格
表
示
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

・
「
食
品
安
全
基
本
法
」、
改
正
「
食
品
衛
生
法
」
成
立
。
「
食
品
衛
生
法
」
に
つ

い
て
は
、
生
協
か
ら
の
国
会
請
願
の
多
く
の
事
項
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
。

・
冷
凍
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
め
ん
の
細
め
ん
タ
イ
プ
を
開
発
す
る
。

・
「
二
人
世
帯
の
く
ら
し
」
を
基
本
に
食
品
の
量
目
見
直
し
を
行
う
。

戸別配達ゆずのかほりにこにこ便チラシ
灰谷健次郎氏

冷凍ちゃんぽん細麺

コープ商品券フラワー宅配くらしの交流会健康ウォーク・綾

コープみやざき 50年のあゆみ
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年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

・
柳
丸
店
、
日
知
屋
店
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

・
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
を
（
株
）
Ｃ
Ｍ
Ｓ
と
し
て
別
会
社
で
設
立
す
る
。

・
「
生
協
な
ん
で
も
相
談
・
取
次
所
」
開
始
。
登
録
数
は
３
０
０
０
ヶ
所
を
越
え
る
。

・
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
配
達
再
開
。

・
商
品
部
、
お
取
引
先
、
店
舗
が
協
力
し
て
行
な
っ
た
、
運
動
会
弁
当
の
当
日
キ
ャ

ン
セ
ル
の
対
応
が
喜
ば
れ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
沖

地
震
で
大
津
波
発
生
。
イ
ン
ド

洋
沿
岸
諸
国
で
29
万
人
が
死

亡
・
行
方
不
明

「
年
金
改
革
法
案
」
可
決
施
行

２００４

（平成 16）

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

201,145 人

43.9%

246 億円

42.7 億円

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
広
範
囲

に
発
生

中
国
を
中
心
に
新
型
肺
炎
（
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
）
が
発
生

２００３

（平成 15）

・
か
お
る
坂
店
（
９
号
店
）
オ
ー
プ
ン
。

・
11
番
目
の
支
所
、
「
高
千
穂
支
所
」
を
開
設
す
る
。

・
共
同
購
入
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
注
文
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

・
設
立
30
周
年
を
迎
え
、
三
遊
亭
歌
之
介
氏
や
中
坊
公
平
氏
講
演
会
、
大
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
山
根
会
長
と
お
茶
す
る
会
、
抽
選
企
画
な
ど
の
記
念
企
画
を
実

施
す
る
。

・
「
生
し
ぼ
り
も
め
ん
（
２
分
割
）
」
を
開
発
。
使
い
勝
手
が
良
い
と
お
気
に
入
り

の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
。

・
よ
り
買
い
や
す
い
価
格
の
無
洗
米
と
し
て
「
い
い
こ
と
ざ
ん
米
」
を
開
発
す
る
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

198,242 人

46.3%

254 億円

40.3 億円

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

207,729 人

44.9%

246 億円

43.3 億円

Ｊ
Ｒ
宝
塚
線
で
脱
線
事
故
発

生
。
列
車
事
故
と
し
て
は
国
内

最
大

２００５

（平成 17）

・
花
繰
店
（
10
号
店
）
オ
ー
プ
ン
。

・
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
供
給
に
関
す
る
協
定
書
を
宮
崎
市
と
結
ぶ
。

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
部
を
発
足
す
る
。

・
組
合
員
が
自
ら
活
動
す
る
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
運
営
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
。

・
共
同
購
入
の
「
に
こ
に
こ
便
」
で
冷
蔵
商
品
の
取
り
扱
い
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
ま
た
家
族
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
同
封
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

かおる坂店生しぼりもめん２分割 

高千穂支所いいことざん米メンテナンス事業部職員

花繰店
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年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

・
高
鍋
店
（
12
号
店
）
オ
ー
プ
ン
。
花
ヶ
島
店
は
２
年
目
で
黒
字
化
、
店
舗
事
業

全
体
で
も
黒
字
を
達
成
す
る
。

・
自
己
開
示
が
進
み
、
組
合
員
さ
ん
と
生
協
、
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
深
ま
る
。

・
組
合
員
数
が
22
万
人
を
超
え
、
県
内
の
世
帯
数
に
占
め
る
加
入
率
が
47
％
に
な

る
。

・
「
消
費
生
活
協
同
組
合
法
案
」
が
59
年
ぶ
り
の
大
幅
改
正
。

・
天
洋
食
品
の
餃
子
農
薬
混
入
事
件
が
発
生
し
組
合
員
に
不
安
が
広
が
る
。

・
カ
タ
ロ
グ
で
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
表
示
を
開
始
す
る
。

有
名
店
で
相
次
ぐ
食
品
の
偽
装

問
題
発
覚
。
食
の
安
全
と
信
頼

が
大
き
く
揺
ら
ぐ

２００７

（平成 19）

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

219,595 人

47.3%

275 億円

44.3 億円

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
で

Ｍ
６
・
３
の
地
震
が
発
生
。
６
千

人
が
死
亡

宮
崎
県
知
事
選
で
東
国
原
英
夫

（
元
タ
レ
ン
ト
の
そ
の
ま
ん
ま

東
）
氏
が
当
選

２００６

（平成 18）

・
花
ヶ
島
店
（
11
号
店
）
オ
ー
プ
ン
。
職
員
の
自
己
開
示
表
現
に
よ
る
新
し
い
店

舗
ス
タ
イ
ル
が
共
感
を
呼
ぶ
。

・
共
同
購
入
で
「
商
品
注
文
登
録
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

・
「
よ
ろ
ず
サ
ー
ビ
ス
」
へ
の
要
望
が
増
え
、
登
録
者
も
１
７
０
人
に
な
る
。

・
前
進
座
「
佐
倉
義
民
伝
」
の
公
演
開
催
。

・
低
価
格
の
も
め
ん
豆
腐
と
し
て
み
や
ざ
き
コ
ー
プ
「
も
め
ん
と
う
ふ
」
を
開
発
。

・
運
動
会
弁
当
配
達
が
県
内
66
の
小
中
学
校
に
広
が
る
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

213,610 人

46.7%

265 億円

44.1 億円

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

223,540 人

47.7%

272 億円

44.7 億円

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
で
オ
バ
マ

氏
が
大
統
領
に
選
出

２００８

（平成 20）

・
設
立
35
周
年
企
画
、
鍵
山
秀
三
郎
講
演
会
、
三
遊
亭
歌
之
介
講
演
会
、
フ
リ
マ
、

抽
選
企
画
、
雑
感
集
、
か
ん
た
ん
料
理
集
、
「
30
年
間
加
入
あ
り
が
と
う
」
企

画
を
実
施
す
る
。

・
佐
土
原
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

・
厚
生
大
臣
よ
り
健
全
な
事
業
経
営
に
対
し
て
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ

る
。

・
「
運
営
委
員
会
」
を
「
コ
ー
プ
委
員
会
」
に
名
称
を
変
更
す
る
。

・
「
抹
茶
入
り
玄
米
茶
」「
国
産
小
粒
納
豆
・
水
戸
撰
品
」「
冷
凍
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
」「
薫

の
詩
ウ
イ
ン
ナ
ー
」
な
ど
み
や
ざ
き
コ
ー
プ
商
品
の
改
善
が
す
す
む
。

・
不
正
転
売
の
汚
染
米
が
大
量
に
流
通
。

花ヶ島店

かんたん料理集４

佐倉義民伝

自己開示ＰＯＰ高鍋店
鍵山秀三郎氏

雑
感
集
２

コープみやざき 50年のあゆみ
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年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

・
61
年
の
長
い
歴
史
を
持
つ
、
日
南
の
王
子
製
紙
生
協
と
10
月
に
合
併
す
る
。

・
小
林
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

・
注
文
用
紙
で
過
去
１
年
で
利
用
し
た
商
品
に
網
掛
け
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

・
口
蹄
疫
の
復
興
支
援
募
金
（
組
合
員
募
金
・
組
織
募
金
）
が
総
額
２
２
０
０
万

円
と
な
る
。

・
宮
崎
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
主
催
で
大
野
勝
彦
氏
講
演
会
「
夢
は
叶
う
、
思

い
強
け
れ
ば
」
を
開
催
す
る
。

・
調
味
料
「
マ
キ
シ
マ
ム
」
が
話
題
に
な
る
。

・
「
和
風
ド
レ
ッ
シ
ン
グ　

菜
美
」
を
開
発
す
る
。

・
「
大
腸
が
ん
検
診
」
（
便
潜
血
検
査
）
キ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
を
開
始
す
る
。

宮
崎
で
口
蹄
疫
発
生
、
被
害
が

拡
大

新
燃
岳
が
52
年
ぶ
り
に
噴
火

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
東
日

本
大
震
災
発
生
。
三
陸
沖
で
Ｍ

９
・
０
の
地
震
と
大
津
波
が
発

生
。
死
者
、
行
方
不
明
は
２
万
人

に
な
り
、
福
島
原
子
力
発
電
所

で
は
放
射
能
漏
れ
が
発
生

２０１０

（平成 22）

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

233,897 人

50.3%

264 億円

45.9 億円

衆
議
院
選
挙
で
民
主
党
が
圧

勝
。
鳩
山
内
閣
が
発
足

カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

２００９

（平成 21）

・
本
郷
店
（
13
号
店
）
オ
ー
プ
ン
。

・
赤
江
店
、
柳
丸
店
に
直
営
ベ
ー
カ
リ
ー
オ
ー
プ
ン
。

・
旅
行
セ
ン
タ
ー
で
は
「
格
安
航
空
券
情
報
」
の
メ
ー
ル
配
信
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

・
戸
別
配
達
サ
ー
ビ
ス
料
の
減
額
開
始
年
齢
を
70
歳
か
ら
65
歳
に
変
更
す
る
。

・
共
同
購
入
で
大
型
冷
蔵
保
冷
箱
（
Ｚ
パ
ッ
ク
）
を
導
入
し
、
夏
場
の
ア
イ
ス
の

解
凍
な
ど
の
ク
レ
ー
ム
が
減
少
し
、
冷
凍
商
品
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

227,360 人

48.2%

264 億円

45.3 億円

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

237,267 人

50.5%

 275 億円

46.0 億円

女
子
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」

が
優
勝

政
府
は
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参
加
を
表
明

２０１１

（平成 23）

・
日
南
店
（
14
号
店
）
オ
ー
プ
ン
、
都
北
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

・
共
同
購
入
は
供
給
高
で
２
年
連
続
、
利
用
者
で
６
年
連
続
、
前
年
を
越
え
る
実

績
と
な
る
。

・
東
日
本
大
震
災
支
援
募
金
が
２
５
０
０
万
円
に
な
る
。

・
国
際
協
同
組
合
年
の
企
画
と
し
て
松
岡
公
明
氏
講
演
会
、
前
進
座
の
歌
舞
伎
公

演
を
開
催
す
る
。

・
要
望
の
多
か
っ
た
終
身
共
済
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

・
専
門
店
の
味
「
宮
崎
辛
麺
」
開
発
す
る
。

・
「
パ
ン
ち
ゃ
ん
20
」
が
３
年
ぶ
り
に
復
活
す
る

本郷店王子製紙生協と合併口蹄疫の募金日南店

赤江店ベーカリー冷凍用のＺパックマキシマムパンちゃん宮崎辛麺
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年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
宮
崎

牛
が
史
上
初
の
２
年
連
続
日
本

一
に
な
る

京
都
大
学
の
山
中
伸
弥
教
授
ら

が
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞

２０１２

（平成 24）

・
「
で
き
て
る
人
や
部
門
、
事
業
所
に
徹
底
的
に
学
ぶ
」
が
前
進
す
る
。

・
日
向
市
の
日
知
屋
店
が
財
光
寺
店
と
し
て
新
築
移
転
オ
ー
プ
ン
。

・
国
際
協
同
組
合
年
記
念
企
画
、
中
桐
万
里
子
氏
講
演
会
を
開
催
。

・
Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
Ｐ
ア
ク
シ
ョ
ン
「
く
ら
し
応
援
募
金
」
が
約
４
０
０
万
円
に
な
る
。

・
「
焼
き
そ
ば
液
体
ソ
ー
ス
付
」
が
要
望
に
よ
り
新
た
な
メ
ー
カ
ー
で
復
活
す
る
。

・
惣
菜
の
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
を
、
よ
り
お
い
し
い
商
品
へ
と
改
善
す
る
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

240,142 人

47.7%

274 億円

46.0 億円

消
費
税
率
２
０
１
４
年
４
月
よ

り
８
％
に
引
き
上
げ
決
定

９
月
、
国
内
の
原
発
が
全
て
停

止
す
る

富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録

ロ
シ
ア
の
ソ
チ
で
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催

２０１３

（平成 25）

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

242,743 人

51.2％

281 億円

46.2 億円

・
設
立
40
周
年
を
迎
え
、
「
商
品
開
発
・
改
善
物
語
集
」
「
役
職
員
へ
あ
り
が
と
う

記
念
品
」「
か
ん
た
ん
料
理
集
５
」「
乙
武
洋
匡
講
演
会
」「
車
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
「
お
父
さ
ん
た
ち
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
な
ど
の
企
画
を
行
う
。

・
日
南
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
で
提
案
さ
れ
た
傘
寿
（
80
歳
）
お
め
で
と
う
企
画
が
ス
タ
ー

ト
し
、
多
く
の
組
合
員
さ
ん
か
ら
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
。

・
「
未
来
み
や
ざ
き
子
育
て
応
援
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
」
で
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
作
り
の
取
り
組
み
に
対
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

・
「
だ
し
を
効
か
せ
た
味
わ
い
お
で
ん
」
は
具
材
の
風
味
を
大
切
に
し
た
１
人
前

の
お
で
ん
と
し
て
開
発
す
る
。

東
九
州
自
動
車
道
宮
崎
～
延
岡

間
全
線
開
通

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
実
現
し
た
日
本

の
研
究
者
３
人
が
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
を
受
賞

テ
ニ
ス
の
錦
織
圭
選
手
が
全
米

オ
ー
プ
ン
で
準
優
勝

・
大
塚
店
（
５
月
）、
か
お
る
坂
店
（
３
月
）
リ
ニ
ュ
Ｉ
ア
ル
。

・
元
日
本
生
協
連
会
長
「
竹
本
成
德
氏
講
演
会
「
最
後
の
ト
マ
ト
」
を
開
催
す
る
。

・
「
原
発
い
ら
な
い
！
宮
崎
連
絡
会
」
の
署
名
活
動
に
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
で
も
取

り
組
み
、
全
体
で
１
万
４
６
０
０
筆
の
署
名
が
集
ま
る
。

・
ユ
ニ
セ
フ
の
「
エ
ボ
ラ
出
血
熱
緊
急
募
金
」
（
西
ア
フ
リ
カ
）
に
取
り
組
む
。

・
よ
り
美
味
し
さ
商
品
を
目
指
し
て
焼
き
餃
子(

肉
と
に
ん
に
く)

を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
焼
き
餃
子(

野
菜
た
っ
ぷ
り)

を
新
た
に
商
品
化
す
る
。

・
バ
タ
ー
の
香
り
と
塩
味
が
絶
妙
な
「
塩
バ
タ
ー
パ
ン
」
を
商
品
化
す
る

２０１４

（平成 26）

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

245,684 人

51.6％

287 億円

46.8 億円

車でフリーマーケット

抽選企画 理事会で当選番号決定 財光寺店

味わいおでん決定

傘寿おめでとう企画

大塚店・かおる坂店
リニューアル 塩バターパン

コープみやざき 50年のあゆみ
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年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

・
宮
脇
店
（
15
号
店
）
オ
ー
プ
ン
。
「
リ
ッ
ス
ン
・
ド
ゥ
・
シ
ー
」
の
取
組
み
が

全
店
に
広
が
り
、
役
立
ち
喜
ば
れ
る
工
夫
が
さ
ら
に
進
む
。

・
「
善
の
循
環
」
が
広
が
り
、
組
合
員
さ
ん
の
喜
び
の
声
や
感
謝
の
声
が
増
え
、
お

取
引
先
か
ら
の
感
謝
の
返
信
も
増
え
る
。

・
宮
崎
県
生
協
連
主
催
「
現
代
の
平
和
を
考
え
る
講
演
会
」
が
行
わ
れ
、
安
田
郁

子
さ
ん
「
モ
ス
グ
リ
ー
ン
の
青
春
」、
南
嘉
久
さ
ん
「
心
の
被
爆
者
と
し
て
生

き
て
き
て　

今
伝
え
た
い
こ
と
」
の
講
演
会
に
参
加
し
た
。

・
う
ま
い
っ
茶
の
飲
み
き
り
小
量
タ
イ
プ
２
８
０
㎖
を
商
品
化
す
る
。

国
連
で
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」が

採
択
、
核
保
有
国
や
日
本
は
制

定
の
交
渉
会
議
を
ボ
イ
コ
ッ
ト

非
政
府
組
織
「
核
兵
器
廃
絶
国

際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
（IC

A
N

）

が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
日
本
人
選
手
が
活
躍

２０１７

（平成 29）

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

251.169 人

53.2％

300 億円

48.7 億円

・
浜
町
店
（
６
月
）、
花
繰
店
が
（
翌
年
３
月
）
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

・
ベ
ー
カ
リ
ー
部
門
の
改
善
が
す
す
み
佐
土
原
店
・
大
塚
店
に
も
オ
ー
プ
ン
。

・
「
組
合
員
さ
ん
と
一
緒
に
写
真
を
撮
る
」
取
り
組
み
も
始
ま
る
。

・
沖
縄
国
際
大
学
経
済
学
部
教
授
前
泊
博
盛
氏
「
戦
後
70
年
の
沖
縄
の
あ
ゆ
み
と

基
地
問
題
・
日
本
の
安
全
保
障
を
考
え
る
」
講
演
会
を
開
催
。
ま
た
、
県
連
主

催
の
宮
崎
空
港
周
辺
戦
争
遺
跡
め
ぐ
り
」
に
参
加
す
る
。

・
腰
塚
勇
人
氏
「
命
の
授
業
」
講
演
会
を
開
催
し
「
命
の
大
切
さ
」
を
学
ぶ
。

・
「
レ
ン
ジ
で
簡
単
長
崎
風
皿
う
ど
ん
」
「
自
家
製
オ
ム
ラ
イ
ス
」
な
ど
開
発
。

「
安
全
保
障
関
連
法
」
可
決
成
立

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

交
渉
大
筋
合
意

「
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
」
が

世
界
農
業
遺
産
に
認
定

２０１５

（平成 27）

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

247.690 人

52.9％

297 億円

47.8 億円

東
九
州
自
動
車
道
（
宮
崎
―
北

九
州
）
が
全
線
開
通

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
ト
ラ

ン
プ
氏
が
当
選

熊
本
県
を
中
心
に
Ｍ
７
の
大
地

震
発
生

２０１６

（平成 28）

・
花
ヶ
島
店
が
２
０
１
６
年
６
月
、
高
鍋
店
が
２
０
１
７
年
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
高
鍋
店
に
ベ
ー
カ
リ
ー
部
門
が
オ
ー
プ
ン
。

・
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
設
立
50
年
（
２
０
２
３
年
）
に
向
け
て
「
こ
う
い
う
生
協
で

あ
り
た
い
」
が
総
代
会
で
確
認
さ
れ
る
。

・
前
進
座
「
怒
る
富
士
」
の
公
演
を
宮
崎
市
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
県
民
文
化
ホ
ー
ル
で

昼
夜
２
回
、
宮
崎
医
療
生
協
と
一
緒
に
取
り
組
む
。

・
宮
崎
県
生
協
連
主
催
の
平
和
の
集
い
に
お
い
て
、
元
日
生
協
常
務
理
事 

齋
藤
嘉

璋
氏
の
「
生
協
の
歴
史
か
ら
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
学
ぶ
」
講
演
が
行
わ
れ
る
。

・
「
み
や
ざ
き
コ
ー
プ
」
の
米
の
袋
を
す
べ
て
チ
ャ
ッ
ク
シ
ー
ル
付
の
袋
に
す
る
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

249.241 人

53.6％

301 億円

49.0 億円

大塚店ベーカリー腰塚勇人氏花ヶ島店
迫田和子店長

前進座怒る富士平和の講演会 組合員さんと写真戦争遺跡めぐり高鍋店

宮脇店オープン
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年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

・
２
０
１
８
年
度
「
設
立
45
周
年
企
画
」
の
「
抽
選
企
画
」
の
抽
選
を
理
事
会
で

行
い
ま
し
た
。
１
等
～
４
等
３
７
０
０
本
を
、
当
選
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

・
佐
土
原
店
が
４
月
27
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

・
０
歳
～
１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
組
合
員
さ
ん
へ
の
、
戸
別
配

達
サ
ー
ビ
ス
料
減
額
「
赤
ち
ゃ
ん
戸
配
サ
ー
ビ
ス
」
が
実
現
し
ま
し
た
。

・
延
岡
支
所
を
岡
富
町
に
新
築
移
転
し
ま
し
た
。
冷
凍
蓄
冷
剤
の
試
験
運
用
も
行

い
、
品
温
管
理
向
上
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

令
和
の
天
皇
陛
下
が
即
位
し
ま
し

た消
費
税
10
％
、８
％
軽
減
税
率
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
制

度
も
始
ま
り
ま
し
た

中
国
武
漢
を
発
生
地
に
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」が
広
が
り
マ
ス
ク

な
ど
が
不
足
し
ま
し
た

２０１９

（平成 31・令和元年）

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

255,654 人

53.7％

303 億円

48.5 億円

え
び
の
市
で
長
江
川
が
噴
火
の
影

響
で
白
濁
し
、
稲
作
に
影
響
が
出

ま
し
た

テ
ニ
ス
の
大
坂
な
お
み
選
手
が
世

界
ラ
ン
ク
１
位
に
な
り
ま
し
た

２
０
１
８
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
医
学
生

理
学
賞
を
本
庶
佑
京
都
大
学
特

別
教
授
が
受
賞
し
ま
し
た

２０１８

（平成 30）

・
設
立
45
周
年
を
迎
え
「
齋
藤
孝
氏
講
演
会
」
「
お
父
さ
ん
の
料
理
教
室
」
「
雑
感

集
３
」
「
45
周
年
お
め
で
と
う
！
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
な
ど
の
企
画
を
実
施
。

・
人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会
主
催
「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
」

大
賞
で
最
高
賞
の
「
経
済
産
業
大
臣
賞
」
を
受
賞
。

・
宮
脇
店
が
「
宮
崎
市
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
賞
」
を
受
賞
。

・
宮
崎
県
生
協
連
主
催
で
吉
原
毅
氏
の
講
演
会
が
行
わ
れ
る
。

・
「
た
だ
の
炭
酸
水
」
２
８
０
㎖
の
「
飲
み
き
り
炭
酸
水
」
を
商
品
化
す
る
。

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

253,450 人

53.5％

299 億円

48.6 億円

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
の

防
災
拠
点
、
県
防
災
庁
舎
が
完

成
し
ま
し
た

日
本
国
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
が
急
増
し
、
緊
急
事

態
宣
言
に
よ
る
休
業
要
請
な
ど
、

経
済
活
動
は
様
変
わ
り
す
る
事

態
と
な
り
ま
し
た

レ
ジ
袋
有
料
化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た

・
北
小
路
店
（
16
号
店
）
が
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

・
共
同
購
入
注
文
用
紙
を
20
年
ぶ
り
変
更
し
ま
し
た
。
共
同
購
入
お
約
束
便
の
登

録
が
組
合
員
さ
ん
自
身
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
共
同
購
入
配
達
時
の
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
減
ら
し
、
冷
凍
蓄
冷
剤
を
導
入
し
ま
し

た
。

・
赤
ち
ゃ
ん
戸
配
サ
ー
ビ
ス
の
減
額
開
始
時
期
が
選
べ
る
よ
う
に
な
り
、
減
額
期

間
は
い
つ
始
め
て
も
56
週
間
に
な
り
ま
し
た
。

・
「
く
ら
し
の
積
立
チ
ャ
ー
ジ
」
カ
ー
ド
を
レ
ジ
に
設
置
し
、
入
金
を
し
や
す
く

し
ま
し
た
。

２０２０

（令和２）

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

259,681 人

54.5％

336 億円

49.1 億円

45
周
年

店
舗
パ
ネ
ル 

佐土原店 令和の天皇即位
「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大

切
に
し
た
い
会
社
」最

高
賞『
経
済
産
業
大
臣

賞
』受
賞

延岡支所移転 抽選企画

く
ら
し
の
積
立

チ
ャ
ー
ジ
カ
ー
ド

北
小
路
店

コープみやざき 50年のあゆみ
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コープコープコープコープみやざきみやざきみやざきみやざき設立設立設立設立５０５０５０５０年年年年にににに    こういうこういうこういうこういう生協生協生協生協でありたいでありたいでありたいでありたい    

・・・・・・・・・・・・２０２３２０２３２０２３２０２３年年年年    私私私私たちたちたちたちがなっていてほしいとがなっていてほしいとがなっていてほしいとがなっていてほしいと思思思思うううう生協生協生協生協をめざしてをめざしてをめざしてをめざして    

 

２０１６年６月２８日 

第４５回通常総代会 

 

コープみやざきは４３歳を迎えました。私たちは、くらしのねがいをかなえるために、助け合いをす

すめ、意見や要望を出し、役職員と一緒にその実現に努めてきました。おかげさまで、事業の領域は少

しずつ広がり、事業規模２９７億円、県民世帯の半数を超える組合員が参加する生協へと歩みをすすめ

ることができました。 

戦後７０年を迎え、私たちのくらしを取り巻く状況は、政治的にも経済的にも大きな転機を感じさせ

るできごとが続き、人口の減少と少子高齢化は、コープみやざきにも少なからぬ変化をもたらすととも

に、税制や社会保障の問題として私たちのこれからのくらしに大きな影を落としています。 

私たちは、これまでのコープみやざきの発展に尽力されてきた多くの人々に感謝しながら４３年の成

果をうけつぎ、「５０歳の節目となる２０２３年に、こういう生協でありたい」との思いを組合員と役

職員で共有し、これからの８年間を歩んでいきたいと思います。 

 

１１１１、、、、コープコープコープコープみやざきがみやざきがみやざきがみやざきが４３４３４３４３年年年年大切大切大切大切にしてにしてにしてにしてきたこときたこときたこときたこと    

コープみやざきは、１９７３年、６９０人の消費者が集まり、自らが出資・利用・運営する生協と

してスタートを切りました。１９８４年には、コープみやざきの活動の基本となる、私たちの声（意

見や要望）をもとにした運営スタイルに変更し、事業の領域を、すべての県民の生活分野に役立つ事

業に広げ活動を続けてきました。 

１９８８年には、もっと便利な共同購入を目指して週２回配達に挑戦したものの大きな挫折を経験

しました。この失敗から、私たちの声を中心に据えた事業運営が本格的に始まり、将来にわたって組

合員に役立ち続ける生協であるためには、年度ごとの堅実経営と財務体質の強化が大切であることを

再認識しました。 

１９９６年以降、コープみやざきの基本的な考え方と実践から生まれた貴重な経験の積み重ねを毎

年の基本方針書に整理、蓄積してきました。 

傘寿のお祝いや赤ちゃん石鹸プレゼント、加入３０年目の組合員さんへのお祝い企画など、ささや

かではありますが、私たちの節目をみんなで祝うこともできるようになりまた。 

 

２２２２、、、、２０２３２０２３２０２３２０２３年年年年    私私私私たちがなっていてほしいとたちがなっていてほしいとたちがなっていてほしいとたちがなっていてほしいと思思思思うううう生協生協生協生協をめざしてをめざしてをめざしてをめざして    

（（（（１１１１））））““““協同協同協同協同するするするする””””ことでことでことでことで、、、、あたたかなあたたかなあたたかなあたたかな人人人人とととと人人人人とのつながりをとのつながりをとのつながりをとのつながりを深深深深めめめめ、、、、くらしのくらしのくらしのくらしの中中中中のののの願願願願いいいいをををを実現実現実現実現ししししていきていきていきていき

ますますますます。。。。 

 ①核家族化がすすむ中で、経験の伝えあい学びあいも減少しています。携帯電話やインターネットの

普及など通信手段が発達したものの、人と人のつながりが希薄となったといわれる時だからこそ、

私たちは生協でのかかわりをとおして、くらしや立場、年齢の違いを超えてつながりをつくり、食

事や子育て、介護などのくらしの知恵の交流を行い、困りごとを解決していきます。この“協同す

る”ことをみんなでひろげていきます。 

②コープみやざきの組合員の年齢構成は６０代以上が４３％となりました。宮崎県の一人・二人世帯

は６割を超えています。私たちは、「一人暮らしになっても、ひとりぼっちにしない」ように、生

年
度

関
係
数
値

社　

会　

情　

勢

主　
　

な　
　

事　
　

柄

２
０
２
２
年
は
飲
食
料
品
の

値

上

げ
ラ
ッ
シ
ュ
と

な

り
、

２
万
８
２
２
品
目
に
及
ぶ
価
格
改

定
が
行
わ
れ
、
全
体
の
値
上
げ
率

は
平
均
14
％
と
な
り
ま
し
た

民
法
の
改
正
に
よ
り
４
月
か
ら
成

人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異
株

「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
が
世
界
的
に

流
行
し
ま
し
た

７
月
８
日
奈
良
県
奈
良
市
で
選
挙

演
説
中
の
安
倍
晋
三
元
総
理
が
銃

撃
さ
れ
死
亡
し
ま
し
た

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

侵
攻
が
続
き
、
大
勢
の
市
民
が
国

外
へ
避
難
し
て
い
ま
す

台
風
14
号
の
影
響
に
よ
り
宮
崎

市
内
海
で
大
規
模
な
土
砂
崩
れ

が
発
生
し
ま
し
た

震
度
５
強
の
地
震
が
発
生
し
高
千

穂
町
・
延
岡
市
で
地
割
れ
な
ど
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た

大
谷
翔
平
選
手
が
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
初
受

賞
し
ま
し
た

ロ
シ
ア
が
２
０
２
２
年
２
月
24

日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
軍
事

侵
攻
を
開
始
し
ま
し
た

・
６
月
８
日
に
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連
グ
ル
ー
プ
と
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
は
「
協
同
組
合

間
連
携
に
係
る
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

・
10
月
29
日
に
赤
江
店
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

・
新
商
品
セ
ン
タ
ー
の
工
事
着
工
に
伴
い
、
６
月
30
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ
、

２
０
２
３
年
２
月
３
日
に
上
棟
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
開
設
か
ら
21
年
が
経
過
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
様
々
な
サ
イ
ズ
の
端
末
に
対
応
し
ス
マ
ホ
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
見
や

す
く
な
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
組
合
員
さ
ん

か
ら
の
声
を
掲
載
し
た
ペ
ー
ジ
を
新
し
く
開
設
し
、
お
気
に
入
り
商
品
や
ク
ッ

キ
ン
グ
レ
シ
ピ
に
は
、
食
材
ご
と
の
レ
シ
ピ
検
索
機
能
が
付
い
て
、
よ
り
見
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

・
12
月
17
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
宮
崎
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
と
交
流
し
、
組

合
員
さ
ん
か
ら
寄
付
さ
れ
た
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
募
金
」
の
一
部
を
生
活
支
援

金
と
し
て
お
渡
し
し
ま
し
た
。
組
合
員
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
支
援
に
と
て
も
感

謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

２０２２

（令和４）

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

268,426 人

56.2％

333 億円

50.2 億円

２０２１

（令和３）

組合員数

加入率（世帯）

供給高

出資金

264,478 人

55.6％

330 億円

49.8 億円

・
６
月
26
日
に
本
郷
店
、
11
月
27
日
に
小
林
店
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

・
日
南
支
所
が
９
月
27
日
、
日
南
市
益ま

す
や
す安

地
区
に
新
築
移
転
し
ま
し
た
。

・
新
商
品
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地
に
、
オ
ー
ナ
ー
オ
ー
ダ
ー
セ
ン
タ
ー
清
武
が
完

成
し
、
12
月
に
稼
働
開
始
し
ま
し
た
。

・
五
ヶ
瀬
町
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
が
設
立
30
周
年
を
迎
え
、
12
月
２
日
に
30
周
年

記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

・
「
ノ
ン
ち
ゃ
ん
＆
ベ
ビ
ー
広
場
」
が
「
高
齢
者
向
け
の
や
わ
ら
か
い
食
品
」
や
「
糖

や
塩
分
を
控
え
た
食
品
」
な
ど
を
品
揃
え
し
た
「
や
さ
し
さ
て
ら
す
」
に
変
わ

り
ま
し
た
。

本郷店経済連と包括連携協定新商品センター起工式

ふ
れ
あ
い
の
里

30
周
年

小林店赤江店ホームページ

や
さ
し
さ
て
ら
す
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コープコープコープコープみやざきみやざきみやざきみやざき設立設立設立設立５０５０５０５０年年年年にににに    こういうこういうこういうこういう生協生協生協生協でありたいでありたいでありたいでありたい    

・・・・・・・・・・・・２０２３２０２３２０２３２０２３年年年年    私私私私たちたちたちたちがなっていてほしいとがなっていてほしいとがなっていてほしいとがなっていてほしいと思思思思うううう生協生協生協生協をめざしてをめざしてをめざしてをめざして    

 

２０１６年６月２８日 

第４５回通常総代会 

 

コープみやざきは４３歳を迎えました。私たちは、くらしのねがいをかなえるために、助け合いをす

すめ、意見や要望を出し、役職員と一緒にその実現に努めてきました。おかげさまで、事業の領域は少

しずつ広がり、事業規模２９７億円、県民世帯の半数を超える組合員が参加する生協へと歩みをすすめ

ることができました。 

戦後７０年を迎え、私たちのくらしを取り巻く状況は、政治的にも経済的にも大きな転機を感じさせ

るできごとが続き、人口の減少と少子高齢化は、コープみやざきにも少なからぬ変化をもたらすととも

に、税制や社会保障の問題として私たちのこれからのくらしに大きな影を落としています。 

私たちは、これまでのコープみやざきの発展に尽力されてきた多くの人々に感謝しながら４３年の成

果をうけつぎ、「５０歳の節目となる２０２３年に、こういう生協でありたい」との思いを組合員と役

職員で共有し、これからの８年間を歩んでいきたいと思います。 

 

１１１１、、、、コープコープコープコープみやざきがみやざきがみやざきがみやざきが４３４３４３４３年年年年大切大切大切大切にしてにしてにしてにしてきたこときたこときたこときたこと    

コープみやざきは、１９７３年、６９０人の消費者が集まり、自らが出資・利用・運営する生協と

してスタートを切りました。１９８４年には、コープみやざきの活動の基本となる、私たちの声（意

見や要望）をもとにした運営スタイルに変更し、事業の領域を、すべての県民の生活分野に役立つ事

業に広げ活動を続けてきました。 

１９８８年には、もっと便利な共同購入を目指して週２回配達に挑戦したものの大きな挫折を経験

しました。この失敗から、私たちの声を中心に据えた事業運営が本格的に始まり、将来にわたって組

合員に役立ち続ける生協であるためには、年度ごとの堅実経営と財務体質の強化が大切であることを

再認識しました。 

１９９６年以降、コープみやざきの基本的な考え方と実践から生まれた貴重な経験の積み重ねを毎

年の基本方針書に整理、蓄積してきました。 

傘寿のお祝いや赤ちゃん石鹸プレゼント、加入３０年目の組合員さんへのお祝い企画など、ささや

かではありますが、私たちの節目をみんなで祝うこともできるようになりまた。 

 

２２２２、、、、２０２３２０２３２０２３２０２３年年年年    私私私私たちがなっていてほしいとたちがなっていてほしいとたちがなっていてほしいとたちがなっていてほしいと思思思思うううう生協生協生協生協をめざしてをめざしてをめざしてをめざして    

（（（（１１１１））））““““協同協同協同協同するするするする””””ことでことでことでことで、、、、あたたかなあたたかなあたたかなあたたかな人人人人とととと人人人人とのつながりをとのつながりをとのつながりをとのつながりを深深深深めめめめ、、、、くらしのくらしのくらしのくらしの中中中中のののの願願願願いいいいをををを実現実現実現実現ししししていきていきていきていき

ますますますます。。。。 

 ①核家族化がすすむ中で、経験の伝えあい学びあいも減少しています。携帯電話やインターネットの

普及など通信手段が発達したものの、人と人のつながりが希薄となったといわれる時だからこそ、

私たちは生協でのかかわりをとおして、くらしや立場、年齢の違いを超えてつながりをつくり、食

事や子育て、介護などのくらしの知恵の交流を行い、困りごとを解決していきます。この“協同す

る”ことをみんなでひろげていきます。 

②コープみやざきの組合員の年齢構成は６０代以上が４３％となりました。宮崎県の一人・二人世帯

は６割を超えています。私たちは、「一人暮らしになっても、ひとりぼっちにしない」ように、生
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協でのつながりや事業を通して、みんなが安心して気持ちよくくらすことができるようにします。 

 ③私たちの声を生かしてもらうことで、お店の買場や共同購入のカタログなど、一緒によりよいもの

にしていくことができます。私たちと、職員とが“協同する”ことで、さらに役立つ事業にしてい

くことができると思います。 

 ④私たちは、「おいしかったよ」「よかったよ」の声を感謝の気持ちで発信します。この声が、かか

わったすべての人に伝わり喜びとして感じられれば、“協同する”ことがさらに深められると思い

ます。 

 ⑤人に喜ばれることをすることは、自分も役立てたという喜びが生まれます。生協でのかかわりを通

して、自分の“居場所”が感じられるようなつながりを大切にしていきます。 

 

（（（（２２２２））））私私私私たちがたちがたちがたちが本当本当本当本当にににに欲欲欲欲しいしいしいしい商品商品商品商品ややややサービスサービスサービスサービスへのへのへのへの開発開発開発開発・・・・改善改善改善改善ととととくらしのくらしのくらしのくらしの工夫工夫工夫工夫をすすめますをすすめますをすすめますをすすめます。。。。    

①私たちが毎日使うものだからこそ、くらしの変化に合わせてより使いやすいように商品も変化させ

続けたいと思います。まだ実現できていないことにも、ねばりづよく声を出し続け、私たちのパー

トナーでもある取引先や様々な関係団体にも、スピーディーに情報をつないでもらい、協力をいた

だきながら商品の開発改善をすすめます。    

②社会の変化だけではなく、子どもの成長など家族の変化でくらしは大きく変わります。私たちは、

生活環境や生活様式の変化に合わせて、豊かにくらしていけるように、くらしの工夫や改善をすす

めます。 

 

（（（（３３３３））））仲間仲間仲間仲間をさそいをさそいをさそいをさそい、、、、みらいにつながるみらいにつながるみらいにつながるみらいにつながる安定安定安定安定したしたしたした事業事業事業事業をすすめますをすすめますをすすめますをすすめます。。。。    

①県内で生活する全ての人に生協に加入してもらい、一緒に事業を利用してもらいたいと思います。

くらし方は様々ですが、一生のどこかの場面で、何かしら役立つこともあると思います。まだ、生

協に加入していない人には声をかけ、意見や要望を出してもらいながら、今の事業をさらに利用し

やすいものに改善します。 

②福島の原発事故を経験した日本人として、未来を展望し、環境や豊かな資源を次の世代につなげる

ように考え、新しい技術も取り入れて、必要な事業を開拓していきます。 

 

（（（（４４４４））））社会社会社会社会やややや私私私私たちたちたちたち自身自身自身自身のののの変化変化変化変化にににに対応対応対応対応しししし、、、、みんなでみんなでみんなでみんなで成長成長成長成長しながらしながらしながらしながら設立設立設立設立５０５０５０５０年年年年をををを迎迎迎迎ええええますますますます。。。。    

①人と話し交流することは、新たな気づきもあり自分の成長につながります。「くらしの交流会」や

「サークル活動」なども利用して、一人の人間として、社会人として成長していきたいと思います。

コープ委員会は、出会いの場であり、おしゃべりを通して交流し学ぶ場となっています。コープ委

員会のない地区は新たに立ち上げます。 

②生協を継続し発展させるために、生協で働く職員の確保と育成が必要です。助け合いの仕組みの「よ

ろずサービス」を含め、私たちもくらしに合わせて働くことができるように、私たちの条件が許す

範囲で“働く”という参加のあり方も研究してもらえればと思います。働きやすい職場をつくり、

働く職員には、「生協で働いて私の人生は楽しい」と感じてもらえるようになりたいと思います。 

 

私たちは、これからも設立の意思を引き継ぎ、「よりよいくらしと平和」を共通の理念に、民主的

な運営に努めます。私たちの実践が「生協のようにやろうよ！」という声となって広がればよいと思

います。日本の社会のあり方に一石を投じるような、価値ある実践をみんなで積み重ねていきたいと

思います。 

 

− 20 −



コープみやざき

2023 年 5月吉日

生活協同組合 コープみやざき
〒880-8530　宮崎市瀬頭2丁目10番26号
TEL（0985）32-1234　FAX（0985）32-3355

発　行

50年のあゆみ




